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 皆さん、おはようございます。 

 

最近のきらりを紹介します。 

 三小の皆さんが、一生懸命お勉強していることです。 

 １年生から６年生まで全部の学級の授業の様子を見せてもらいました。どの学級も落ち着いて、生

き生きと学習に取り組んでいました。一人一人が自分の考えをしっかりもち、意見交換する場面では、

コロナのために話し合うことが難しいので、ホワイトボードに自分の考えを書いて、友達に見せてい

ました。このような学習の積み重ねによってどんどん力をつけてきていることを実感することができ

ました。 

  

さて、７月29日に三小で避難所開設訓練が行われました。 

先生方も避難者の役で参加してくださいました。ペットを連れている人、小さな子供がいる人等、

様々な役になり、ソーシャルディスタンスを守って受付に並ぶところからスタートしました。 

 そして、受付ではコロナ対策のため、検温と消毒をしました。体育館入口では、避難者名簿、健康

チェックカード、ＱＲコードを受け取って入っていきました。 

 体育館では、３メートル四方のスペースが一家族分でした。家族間の距離は１ｍあけられていまし

た。段ボールのしきりと段ボールベッドも用意されていました。 

テレビ局や新聞社も取材に来ていて、見た人もいるかもしれませんが先生方がテレビや新聞に出て

いました。 

 

 先日、東北地方で、もう少し前には、九州地方、中部地方でも洪水のために被害にあわれたり、お

亡くなったりした方がいらっしゃいます。心からお見舞い申し上げますとともにご冥福をお祈りいた

します。 

調布市でも昨年の台風１９号の大雨の影響で、三小が避難所になりました。避難してきたお友達も

いますね。これから台風シーズンが控えています。いつ昨年のようになるかわかりません。 

また、この間授業中に緊急地震速報が流れました。幸い、東京は影響がなかったのですが、地震も

いつ何起こるかわかりません。 

 

学校にいるときは、先生方が全力で皆さんのことを守ってくださいます。 

「備えあれば患いなし」ということわざがあります。避難情報、警戒レベルの情報を受け、家族で

避難所の確認、避難経路、連絡方法、家族の中での役割等を決めておくといいですね。 

「東京マイ・タイムライン」「東京防災」「３・１１を忘れない」等、災害に関する本を参考にして

「自分の命は自分で守る」三小の子どもを目指してください。 

 

東京も梅雨明けしました。これから暑くなります。夏休みまであと１週間、熱中症とコロナに気を

付けて、しっかり１学期のまとめの１週間にしましょう。 

放送朝会の話 

 


